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アスベストが付着した中国からのスチールコイル 
 
Gardは 近、アントワープのコレスポンデントによって伝えられたこと

として、アスベストが付着した中国からの鋼材貨物について報告を

受けた。我々は他のP&Iクラブが 
類似のケースを通知されていることも把握している。 
 
問題は中国の営口港から船積みされたスチールコイルにほぼ関係

しているようである。 
Gardが関係しているケースにおいては、アントワープのコレスポンデ

ントから我々が受けた報告では、傭船者はサーベイヤーに対し、未

開封状態での熱延コイルのサーベイを行なうようはっきり要請したと

の事であった。 
 
コイルは営口港からアントワープまで３隻の異なる船舶に船積みされ、報告ではそれらにはアスベストが付着している

との事である。派遣されたサーベイヤーはコイルが生産過程においてまだ熱を持っている状態で耐火材の上に置か

れたためにコイルに付着したとした。 

この耐火材は、けれども、熱延コイルの付着の原因となるアスベスト繊維を含んでいる。この特定のケースに関与した

サーベイヤーは付着が積込時に視認可能であったであろうと意見を述べている。 
 
熱コイルに付着したものが積込時に視認が可能であったかどうか、それに従って関連B/Lに適切なリマークされるべき

であったのかどうかなどの議論は進行中である。 
荷揚げする前にコイル一つ一つをクリーニングするのに多大な時間と費用が費やされねばならなかったことだけは明

らかである。 
 
別のケースにおいては中国にての船積み中に船主の代理で専門家が起用され、彼の調査はアスベストの付着により

多くのコイルの船積みが拒否される結果になったときいている。 
受け取った情報はブラシ・クリーニングによりアスベストを除去するような不成功な試みがなされたことを示唆している

。 
更に重要なことで、我々は船積み業者がこれらの同じコイルを代替船あるいは後からの船舶で輸出しようとしているこ

とを把握していることだ。 
 
勧告 
Gardは組合員や顧客は船舶が熱延スチールコイルを中国で積載することを決めた場合、特に警戒を持って当るよう

勧告する。可能な限りの 善の防止策を組合員に提供するために、我々は中国での熱延コイルの積載時に貨物を検

査するために現地の専門家を起用すること、そして組合員がコイルの船積み前の履歴を確かめることを強く勧告する
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